第１章　計画策定の趣旨
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１　計画策定の背景

　　　急速な少子高齢化や経済の低成長、住民生活や意識の変化等、医療を取り巻く環境
が変化している中、医療費は年々増加し、医療保険財政は大変厳しい状況にあります。

　　　このような状況のもと、誰もが安心して医療を受けることができる国民皆保険制度
　　を堅持し、医療制度を将来にわたり持続可能なものとしていくため、国民生活の質の
　　向上を確保しつつ、将来的な医療費の伸びを抑制していくことが急務となりました。

　　　このため、国は平成１７年１２月に医療制度改革大綱を取りまとめ、平成１８年６月には健康保険法等一部改正法など医療制度改革関連法が成立しました。

この法律により、①安心・信頼の医療の確保と予防の重視、②医療費適正化の　　総合的な推進、③新たな高齢者医療制度の創設などの幅広い分野の改革を実施することとなりました。

特に、「医療費適正化の総合的な推進」については、国が示した基本指針のもと、中長期的な医療費適正化の推進計画を国と県が策定し、「住民の健康の保持の推進」と「医療の効率的な提供の推進」等に関する目標を定め、その目標達成により将来的に医療費を抑制しようとするものです。
　　　本県においても、県内医療費の伸びの抑制が必要な状況を踏まえ、県民生活の質の向上を確保しつつ、医療費の適正化を図る施策を計画的に推進し、県民に安心した医療サービスを提供できるよう、本県の状況に即した「福井県医療費適正化計画」を策定することとなりました。

　　　また、この計画を策定するにあたり本県では平成１９年４月に、学識経験者、保険

者代表、被保険者代表、地域医療の代表者から構成する懇話会を設置し、各分野から

の専門的な意見をお聴きするとともに、さらに県内の医師会、歯科医師会等の関係機

関、一般県民からの意見を反映し策定しています。
２　計画の位置づけ
（1） 計画の根拠

　　　　　この計画は、「高齢者の医療の確保に関する法律」第９条に基づき策定

　　　　
（2） 計画の基本的事項

　　　　　

　　　①　計画期間

　　　　　　第１期：平成２０年度から２４年度までの５年間
2 計画の記載事項
　　医療費適正化計画においては、次に掲げる事項について明記することとなっています。（高齢者の医療の確保に関する法律第９条第２項）
１　住民の健康の保持の推進に関し、当該都道府県において達成すべき目標に関
する事項

住民の健康の保持の推進に関する目標

○　特定健康診査の実施率

○　特定保健指導の実施率

○　メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の

該当者および予備群の減少率

２　医療の効率的な提供の推進に関し、当該都道府県において達成すべき目標に関
する事項

医療の効率的な提供の推進に関する目標

○　療養病床（回復期リハビリテーション病床を除く）
の病床数　

○　平均在院日数

３　前各号に掲げる目標を達成するために都道府県が取り組むべき施策に関する事
　項

４　第１号及び第２号に掲げる目標を達成するための保険者、医療機関その他の関
係者の連携及び協力に関する事項

５　当該都道府県における医療に要する費用の調査及び分析に関する事項

６　計画期間における医療に要する費用の見通しに関する事項

７　計画の達成状況の評価に関する事項

８　医療費適正化の推進のために、都道府県が必要と認める事項
（３）他計画との関係
　　　　
次の各計画に基づく取組みにより医療費の適正化を図ります。

（高齢者の医療の確保に関する法律第９条第３項）

　　　①「元気な福井の健康づくり応援計画」（健康増進計画）との関係

生活習慣病予防や特定健康診査・特定保健指導に関する取組みは、元気な福井の健康づくり応援計画により推進します。

　　　②「保健医療計画」との関係

医療の役割分担と連携、在宅医療に関する取組みは、保健医療計画により推進します。
　　　③「地域ケア体制整備構想」、「介護保険事業支援計画」との関係

　　　　　療養病床の転換後の医療・介護の体制や地域ケアに関する取組みは、地域ケア体制整備構想、介護保険事業支援計画により推進します。
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〔計画期間〕

〔根拠法令〕

〔計画の目的

・内容〕

厚生労働省通知

　県内の介護保険サービス

の整備方針等を提示



○介護サービスの質の向上

策



○介護人材の確保策



○介護サービス量の

　見込み



○介護施設の整備目標

健康増進法 医療法 介護保険法

　県民の健康づくりのための各種施

策を提示



○メタボリックシンドロームの

　予防の推進

　・適切な食生活の実践支援

　・適度な運動習慣の定着化支援

　・禁煙サポートの推進

　・生活習慣の改善支援による糖尿

　　病、循環器疾患の発症予防

　・特定健診･特定保健指導の円滑

　　な実施の支援

○がん対策の推進

○休養・こころの健康づくりの推進

　・こころの病気の予防と早期対応

○歯と口腔の健康の推進

　・生活習慣の健全化等による歯質

　　強化　　　　　　　　等

　県民が安心して必要な医療を

受けることができるよう、医療

の役割分担と連携を構築し、か

かりつけ医を基点とする医療体

制のあり方を提示



○医療の役割分担と連携

　･かかりつけ医とバックアップ

　 する病院との医療連携を進め

   かかりつけ医の受診を促進

○医療提供体制

　･４疾病（がん、脳卒中、急性

   心筋梗塞、糖尿病）や小児、

   産科、救急、在宅医療等の

   提供体制

○保健医療従事者の確保と資質

  の向上

○医療圏の設定と２次医療圏に

  おける基準病床数の算定

                         等

　高齢者の介護サービス、在

宅医療、見守り、生活支援サ

ービス等、本県の地域ケア体

制整備に係る方策等を提示



○今後の地域ケアに係る介護

  サービス等の必要量の見込

  みと確保策

  ･平成２３年度までの介護

   施設系サービスおよび居

   住系サービス利用者数の

   見込み

 ･増加する介護ニーズの受

   け皿として介護、医療、

   見守り、生活支援、高齢者

　 向け住宅の整備等各種施策

   の推進

○療養病床の介護施設等へ

  の転換

 ・県内の利用者の実態、医療

   機関の意向等を踏まえた療

   養病床転換計画

 ・療養病床の転換支援措置

Ｈ２０～２４　(改　定) Ｈ２０～２４　(改  定)

　   元気な福井の

     健康づくり応援計画

 保健医療計画

H２０～２３

３期（H18～20）

４期（H21～23）

介護保険事業支援計画

地域ケア体制整備構想
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生活習慣病の予防

長期入院の是正

　（平均在院日数の短縮）


　　　
※「元気な福井の健康づくり応援計画」、「保健医療計画」、「地域ケア体制整備構想」の枠内は、医療費適正化計画に関連した施策
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